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西
表
島
の
開
発
構
想
─
浦
添
為
宗
と
そ
の
影
響

宮
地
英
敏

は
じ
め
に

　

平
成
三
一
（
二
〇
一
九
）
年
二
月
に
日
本
政
府
は
、
世
界
遺
産
条
約
の
事
務
局
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
を
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
登
録
す
べ
く
推
薦
書
を
提
出
し
た
。
令
和
二
（
二

〇
二
〇
）
年
五
月
に
は
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
に
よ
っ
て
「
登
録
が
適
当
」
で
あ
る
と
す
る
評
価
結
果
の
勧
告
が
行
わ
れ
、

同
年
七
月
二
一
日
に
は
世
界
遺
産
へ
の
登
録
が
決
定
し
た
。

　

こ
の
世
界
自
然
遺
産
の
一
角
を
な
す
八
重
山
諸
島
（
図
1
）
に
あ
る
西
表
島
は
、
約
二
九
〇
㎢
の
面
積
の
う
ち
約
九
〇
％
が
亜
熱

帯
の
原
生
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
多
く
の
河
川
の
河
口
に
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
広
が
っ
て
い
る
。
特
別
天
然
記
念
物
と
し

て
知
ら
れ
る
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
を
筆
頭
に
、
ヤ
エ
ヤ
マ
ハ
ナ
ダ
カ
ト
ン
ボ
、
コ
ケ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
多
く
の
固
有
種
や
絶
滅
危
惧

種
も
擁
し
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
動
植
物
が
大
量
に
残
さ
れ
て
き
た
の
は
、
島
の
開
発
が
こ
れ
ま
で
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
西
表
島
の
開
発
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
は
結
果
論
に
す
ぎ
な
い
。
近
代
日
本
の
開
発
熱
と
も
い
え
る
熱
狂
の
中
で
、
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西
表
島
も
ま
た
、
幾
度
も
開
発
計
画
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
実
際
に

そ
の
開
発
計
画
に
基
づ
い
て
、
島
の
一
部
は
開
発
が
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

現
在
も
ま
だ
島
の
九
〇
％
が
亜
熱
帯
の
原
生
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
偶
然
が
左
右
し
た
結
果
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
自
然
が

豊
か
に
残
さ
れ
て
い
る
西
表
島
の
、
過
去
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
開
発
計
画
に
焦
点

を
あ
て
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

近
代
の
西
表
島
の
開
発
と
い
え
ば
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
炭

鉱
開
発
で
あ
ろ
う
。
琉
球
新
報
社
の
記
者
で
も
あ
っ
た
三
木
健
に
よ
っ
て
、

か
な
り
詳
細
に
西
表
島
の
炭
鉱
開
発
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

そ
の
た
め
、
西
表
島
の
開
発
と
い
え
ば
炭
鉱
と
直
結
さ
せ
て
考
え
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
炭
鉱
開
発
は
西
表
島
の
開
発
計
画
の
重
要

な
一
翼
を
な
し
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
の
全
て
で
は
な
い
。
戦
前
期
の
西
表
島
の
開
発
に
つ
い
て
、
炭
鉱
開
発
を
相
対
化
し
た
、
そ

の
全
容
に
つ
い
て
は
十
分
な
整
理
が
さ
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
戦
前
期
の
西
表
島
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
開
発
の
源
流
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
い
く
つ
か
の
文
献
で
も
言
及

が
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、『
竹
富
町
誌
』
で
は
「
西
表
島
開
拓
史
」
と
い
う
項
目
を
つ
く
り
、
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
か
ら
昭
和

四
七
（
一
九
七
二
）
年
ま
で
を
時
系
列
的
に
整
理
し
た
年
表
を
作
成
し
て
い
る（

（
（

。
同
書
に
は
そ
の
他
に
も
、
戦
後
の
西
表
島
の
開
発

に
向
け
て
の
前
史
と
し
て
、
幾
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
中
で
、
西
表
島
の
開
発
は
炭
鉱
と
と
も

に
熱
帯
農
業
が
両
輪
で
あ
っ
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
き
た（

（
（

。

図 1　八重山諸島（与那国島を除く）

西表島

鳩間島

小浜島

波照間島

黒島

竹富島

石垣島
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ま
た
、
戦
後
の
西
表
開
発
に
つ
い
て
研
究
し
た
越
智
正
樹
は
、
日
本
政
府
は
一
九
五
〇
年
代
末
に
は
農
業
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
企

図
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
そ
の
意
を
汲
ん
だ
琉
球
政
府
の
影
響
も
あ
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
い
る
と
総
合

開
発
計
画
へ
と
転
じ
て
い
き
、
農
業
だ
け
の
開
発
計
画
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

（
（

。
一
方
で
川
平
成
雄
は
、
戦

後
の
西
表
島
の
開
発
の
前
史
を
叙
述
す
る
際
に
、
具
体
的
な
言
及
は
な
い
が
西
表
島
の
総
合
的
な
開
発
計
画
は
一
九
三
〇
年
代
に
は

じ
ま
る
と
位
置
づ
け
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
総
合
開
発
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
は
説
が
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
沖
縄
の
本
土
復
帰
以
降
に
は
、
観
光
開
発
や
リ
ゾ
ー
ト
開
発
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
よ

く
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
西
表
島
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
炭
鉱
開
発
、
農
業
開
発
（
よ
り
正
確
に
は
農
林
業
開
発
）、
総
合
開
発
、
観
光
開
発
、

リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
い
う
五
つ
の
開
発
方
法
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
戦
前
期
を
対
象
と
し
な
が
ら
農
林
業
開
発
か

ら
総
合
開
発
へ
と
発
展
し
て
い
く
萌
芽
的
な
部
分
の
抽
出
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
戦
前
に
お
い
て
最
も
体
系
的

な
開
発
構
想
を
つ
く
り
あ
げ
た
浦
添
為い

宗そ

に
着
目
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
浦
添
為
宗
に
よ
る
開
発
構
想
は
、
そ
れ
が
戦
前
に
お
い
て

は
実
現
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
沖
縄
県
の
計
画
に
も
影
響
を
与
え
た
重
要
な
開
発
構
想
で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。

一　

炭
鉱
開
発
か
ら
の
拡
大
の
模
索

　

鬱
蒼
と
し
た
天
然
の
原
始
林
に
覆
わ
れ
た
西
表
島
で
あ
っ
た
が
、
琉
球
王
国
の
時
代
か
ら
材
木
や
薪
炭
の
採
集
・
搬
出
を
目
的
と

し
た
人
々
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
は
、
石
炭
が
発
見
さ
れ
て
い
た
。
西
表
島
で
の
炭
鉱
経

営
は
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
こ
ろ
か
ら
三
井
物
産
や
大
倉
組
、
さ
ら
に
は
尚
氏
資
本
な
ど
に
よ
っ
て
手
掛
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ

ら
は
ど
れ
も
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た（

（
（

。
や
が
て
そ
れ
ら
を
譲
り
受
け
た
西
表
炭
鉱
や
元
成
屋
炭
鉱
な
ど
の
小
炭
鉱
会
社
が
経
営
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（

（
（

。
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だ
が
、
西
表
島
で
の
炭
鉱
経
営
が
大
企
業
の
も
と
で
は
順
調
に
推
移
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
炭
鉱
業
が
あ
る
こ
と
の
波
及
効
果

は
島
民
た
ち
へ
と
行
き
渡
っ
て
い
く
。
西
表
島
の
島
民
た
ち
も
炭
鉱
業
の
周
辺
で
の
稼
業
を
増
や
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
明
治
三
三

（
一
九
〇
〇
）
年
の
『
琉
球
新
報
』
記
事
に
よ
る
と
、「
近
頃
に
至
て
は
西
表
島
炭
坑
用
材
の
需
要
増
加
し
来
り
、
其
附
近
の
村
民
は

之
れ
か
伐
採
方
に
日
も
尚
ほ
足
ら
さ
る
位
の
有
様
に
し
て
、
殆
ん
と
家
業
も
省
み
さ
る
程
な
り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
炭
鉱
は
坑

道
の
落
盤
を
防
止
す
る
た
め
に
大
量
の
坑
木
を
必
要
と
し
て
お
り（

（1
（

、
西
表
島
の
住
民
た
ち
が
「
家
業
」
よ
り
も
坑
木
用
の
材
木
伐
採

に
明
け
暮
れ
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。
そ
れ
以
外
の
地
元
の
産
業
と
し
て
は
、
野
生
の
ア
ダ
ン
の
葉
で
巻
煙
草
入
れ
や
手
提
鞄
な
ど

が
作
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
企
業
の
炭
鉱
経
営
そ
の
も
の
は
不
調
で
あ
る
た
め
、
そ
の
関
連
産
業
も
安
定
的
で
あ
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
炭
鉱
に
依
存
す
る
西
表
島
経
済
と
い
う
状
況
を
受
け
て
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
第
二
代
の
八
重
山
島
司
と
な
っ
た

島
田
作
助
は（

（1
（

、
炭
鉱
業
以
外
の
産
業
を
西
表
島
に
起
こ
す
こ
と
を
提
起
し
た
。
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
一
月
に
は
、
農
商
務
省

山
林
局
か
ら
森
壬
五
郎
技
師
が
派
遣
さ
れ
て
松
岡
康
毅
農
商
務
大
臣
に
向
け
た
報
告
書
を
作
成
し
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
自

体
は
管
見
の
限
り
残
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
一
部
分
が
後
述
す
る
浦
添
為
宗
の
著
書
に
採
録
さ
れ
て
お
り
参
照
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
（1
（

。

　

こ
の
森
壬
五
郎
の
報
告
書
で
は
、
石
垣
島
で
の
栽
培
実
績
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
「
甘
蔗
」
と
「
糖
業
」
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

「
西
表
島
に
於
て
農
業
を
施
し
得
べ
き
地
凡
そ
約
四
千
九
百
町
歩
あ
り
」、
そ
の
う
ち
「
一
千
五
百
町
歩
耕
地
を
有
す
る
と
す
れ
ば
一

億
八
千
七
百
五
十
萬
斤
の
甘
蔗
」
と
、「
二
千
町
歩
は
地
勢
平
坦
な
る
を
以
て
此
処
に
糖
業
を
為
す
」
と
い
う
提
案
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
製
糖
業
の
原
料
と
す
べ
く
甘
蔗
＝
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
生
産
す
る
こ
と
が
、
西
表
島
で
具
体
的
に
提
唱
さ
れ
た
最
初
の
農
業
開
発

の
構
想
で
あ
っ
た
。

　

浦
添
為
宗
の
著
作
に
採
録
さ
れ
た
形
態
で
の
み
残
存
し
て
い
る
森
壬
五
郎
の
報
告
書
で
あ
る
た
め
、
こ
の
農
業
開
発
以
外
の
部
分
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に
つ
い
て
窺
い
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
日
本
政
府
の
対
応
は
こ
の
報
告
書
の
残
存
す
る
部
分
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ

た
。
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
日
本
政
府
は
、
西
表
島
の
山
林
全
体
を
国
有
財
産
と
し
て
鹿
児
島
大
林
区
署
の
管
轄
下
に
お
い

て
保
護
政
策
を
と
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
西
表
島
の
住
民
た
ち
は
経
済
的
に
困
窮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

　

そ
の
た
め
、
八
重
山
村
長
の
上う

江え

洲ず

由ゆ
う

恭き
ょ
うは

国
有
林
の
払
い
下
げ
の
陳
情
を
行
っ
た
。
西
表
島
を
含
む
八
重
山
諸
島
は
、
明
治

四
一
（
一
九
〇
八
）
年
か
ら
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
ま
で
単
独
の
八
重
山
村
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
八
重
山
村
長
が
対
応
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
有
林
が
払
い
下
げ
ら
れ
る
と
山
林
税
が
賦
課
さ
れ
る
と
い
う
虚
偽
の
話
に
惑
わ
さ
れ
た
島
民
た
ち
に
妨

害
さ
れ
、
上
江
洲
村
長
の
陳
情
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
た
め
西
表
島
の
開
発
は
宙
に
浮
い
て
し
ま
い
、
大
正
前
期
の
地
誌
で
は
、「
本
郡
（
八
重
山
郡

─
引
用
者
）
第
一
の
大
島
な

れ
ど
も
人
口
僅
か
に
千
二
百
人
に
足
ら
ず
（
竹
富
島
よ
り
少
し
）
こ
れ
全
島
「
マ
ラ
リ
ヤ
」
の
巣
窟
な
る
を
以
て
な
り
」
と
し
て
、
産

業
と
し
て
は
西
表
炭
鉱
と
元
成
屋
炭
鉱
が
紹
介
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た（

（1
（

。
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
は
中
川
恒
次
郎
衛
生
技
師

に
よ
っ
て
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
西
表
島
の
開
発
に
お
い
て
マ
ラ
リ
ア
が
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

そ
の
後
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
沖
縄
県
議
会
議
長
よ
り
内
務
大
臣
宛
に
西
表
島
の
国
有
林
払
い
下
げ
に
関
す
る
意
見
書
が

出
さ
れ
た
た
め
、
農
商
務
省
山
林
局
長
よ
り
沖
縄
県
に
対
し
て
そ
の
開
発
方
法
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
成
案
が
な
い
旨
を
回
答
し
た
た
め（

（1
（

、
こ
の
陳
情
は
放
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
国
有
林
の
管
轄
部
局
で
あ
る
鹿
児
島
大
林
区
署
長
よ
り
西
表
島
開
発
計
画
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
際
に
も
沖
縄
県
は
国
有
林
が
払
い
下
げ
ら
れ
た
後
に
開
発
計
画
を
作
り
た
い
旨
の
回
答
を
行
っ
た
。
そ

の
た
め
こ
の
度
は
農
商
務
省
山
林
局
が
鹿
児
島
大
林
区
署
に
命
じ
て
存
廃
置
区
分
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
七
名
が
五
ヶ
月

に
わ
た
り
二
万
円
の
経
費
を
投
じ
て
報
告
書
を
作
成
し
、
山
本
達
雄
農
商
務
大
臣
へ
と
上
申
を
行
っ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
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管
見
の
限
り
こ
の
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
報
告
書
も
残
存
し
て
い
な
い（

（2
（

。『
竹
富
町
誌
』
に
は
、
国
有
林
を
払
い
下
げ
る
か
否
か

な
ど
の
存
廃
置
区
分
調
査
の
判
断
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

大
正
期
に
お
い
て
も
西
表
島
で
は
幾
つ
か
の
中
小
炭
鉱
が
経
営
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
に
は

八
重
山
炭
鉱
汽
船
合
名
会
社
が
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
は
先
島
炭
鉱
が
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
に
は
沖
縄
炭
鉱
が
、

そ
れ
ぞ
れ
経
営
不
振
に
よ
り
閉
山
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
う
し
て
、
国
有
林
の
払
い
下
げ
に
よ
る
西
表
島
の
開
発
計
画
が
実
現
し
て
い
か
な

い
中
で
、
炭
鉱
開
発
も
順
調
と
は
言
い
難
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二　

浦
添
為
宗

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
西
表
島
の
開
発
計
画
を
打
ち
上
げ
た
の
が
浦
添
為
宗
で
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
開
発
計
画
に
つ
い
て
は

次
節
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
節
で
は
浦
添
為
宗
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　

浦
添
為
宗
は
、
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
一
一
月
一
四
日
に
石
垣
島
の
士
族
の
家
庭
に
生
ま
れ
た（

（2
（

。
士
族
で
あ
り
な
が
ら
造
り

酒
屋
で
あ
り
、
家
業
は
の
ち
に
兄
の
浦
添
為
良
が
継
い
で
い
る（

（2
（

。
浦
添
家
は
徳
容
氏
（
明み

宇う

底す
く

獅し

子し

嘉か

殿ど
ぅ
んの

子
孫
）
で
あ
り
、
石
垣
島

の
大
川
地
区
に
あ
っ
て
「
為
」
の
字
を
名
乗
頭
字
（
名
前
の
一
字
目
の
通
字
）
と
し
た
と
い
う（

（2
（

。
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
沖
縄

県
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
四
年
制
の
本
科
卒
業
生
が
一
七
名
、
一
年
制
の
男
子
講
習
科
卒
業
生
が
二
七
名
い
た
が
、

浦
添
為
宗
は
こ
の
う
ち
の
本
科
卒
業
生
で
あ
っ
た（

（2
（

。
卒
業
後
は
地
元
の
八
重
山
に
戻
っ
て
教
鞭
を
と
っ
た
が
、
教
員
生
活
に
飽
き
足

ら
ず
、
す
ぐ
に
教
職
を
投
げ
捨
て
て
上
京
し
た
と
い
う（

（2
（

。

　

上
京
後
の
来
歴
は
し
ば
ら
く
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
一
〇
年
後
の
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
二
月
七
日
付
で
、
長
崎
市

磨と
ぎ

屋や

尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る（

（2
（

。
た
だ
し
次
の
代
用
教
員
が
五
ヶ
月
後
に
は
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
た
め
、

ご
く
僅
か
な
赴
任
期
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
磨
屋
尋
常
小
学
校
で
の
赴
任
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、
一
〇
年
間
に
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わ
た
り
代
用
教
員
な
ど
を
短
期
間
で
渡
り
歩
い
て
苦
労
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

　

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
か
ら
は
四
年
間
に
わ
た
っ
て
東
京
市
忍

し
の
ぶ
が

岡お
か

尋
常
小
学
校
に
訓
導
と
し
て
勤
め
て
お
り
、
そ
の
最
中

の
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
日
本
大
学
商
科
正
科
を
卒
業
し
て
商
学
士
の
学
位
を
、
翌
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
は
大
学
の
「
詮

讚
ニ
依
リ
」
法
学
士
の
学
位
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
は
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校

教
員
試
験
に
合
格
し
、
商
業
科
教
員
免
許
状
を
受
け
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
れ
ら
の
学
位
お
よ
び
教
員
免
許
を
取
得
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
浦
添
為
宗
は
京
華
商
業
学
校
（
東
京

市
本
郷
区
）
の
教
諭
の
職
へ
と
転
じ
た
。
そ
し
て
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
は
、
後
に
東
京
高
等
商
業
学
校
教
授
や
中
央
大
学
教
授

を
歴
任
す
る
太
田
哲
三
と
と
も
に
『
商
業
書
翰
文
要
義
』
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
出
版
し
て
い
る
。
同
書
の
出
版
社
で
あ
る
商
業

学
研
究
社
の
代
表
者
名
は
浦
添
為
宗
と
な
っ
て
お
り
、
副
業
の
た
め
に
小
さ
な
出
版
社
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
が
分
か
る（

（3
（

。
た
だ
し
、

後
述
す
る
よ
う
に
事
情
が
変
わ
っ
た
た
め
か
、
そ
れ
と
も
売
り
上
げ
が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
第
二
版
か
ら
は

出
版
社
が
変
更
さ
れ
た（

（3
（

。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
日
本
大
学
で
も
学
び
続
け
て
お
り
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
は
高
等
師
範
部
正
科
を
卒
業
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
師
範
学
校
中
学
校
高
等
女
学
校
教
員
試
験
の
無
試
験
検
定
に
よ
っ
て
修
身
科
と
法
制
及
び
経
済
科
の
教
員
免
許
状
も
取
得
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
れ
ら
の
学
位
と
教
員
免
許
を
携
え
て
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
は
鹿
児
島
市
立
商
業
学
校
の
教
諭
（
五
級
俸
）
に
、
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
に
は
福
井
県
立
敦
賀
商
業
学
校
の
教
諭
（
三
級
俸
）
に
な
っ
て
い
る（

（3
（

。
そ
し
て
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
朝
鮮
半

島
に
わ
た
っ
て
木
浦
公
立
商
業
専
修
学
校
の
教
諭
（
高
等
官
七
等
）
と
な
り（

（3
（

、
翌
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
一
〇
月
二
三
日
に
は
同

校
の
校
長
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
一
日
に
木
浦
公
立
商
業
学
校
へ
と
改
組
し
た
後
も
引
き
続
き
校
長
を

務
め
た
。
と
こ
ろ
が
理
由
は
不
明
な
が
ら
、
同
年
中
に
は
校
長
を
辞
任
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る（

（3
（

。
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表 1　浦添為宗の著作物

出版年 書籍名 出版社名 備考

1917（大正 6 ）年
★『商業書翰文要義』 商業学研究社 太田哲三と共著、第二執筆者

★『商業書翰文要義　再版』 三光書院 太田哲三と共著、第二執筆者

1920（大正 9 ）年 『商用書簡文』上中下巻 不詳 現存未確認

1922（大正11）年 『口語体商用文』 実業之日本社

1923（大正12）年

『内国実践商業文提要』 岡村書店

『商業書簡文要義』上下巻 東京宝文館

『最新商業書簡文提要』 朱芳堂

★『商業教育商法要論』 東京宝文館 柳川勝二と共著、第二執筆者

★『商業教育民法要論』 東京宝文館 松浦鎮次郎と共著、第一執筆者

1924（大正13）年

『法制経済大意』 巌松堂

『最新実践商用文指針』 巌松堂大阪店

『最新商業書簡文提要』上下巻 大阪巌松堂書店

★『商法大要』 巌松堂大阪店 松波仁一郎と共著、第二執筆者

『商法大要』 大同書院

『民法大要』 大同書院

1926（大正15）年 『商用書簡文』上中下巻 修文館書店

1928（昭和 3 ）年 『西表島開発策私論』 同仁館

1930（昭和 5 ）年 『西表島開発論』 沖縄済世社

1931（昭和 6 ）年 ★『家庭医書御膳本草綱要』 沖縄済世社 著者は渡嘉敷通寛、浦添は編者

1936（昭和11）年 『教育振興論』 沖縄刷新社

出所：筆者作成。
注 1 ：★は浦添為宗の単著ではない書籍。
注 2 ：同一出版社からの再版以降の出版については掲載していない。
注 3 ：1920年の『商用書簡文』は1926年書中で言及されている。
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そ
し
て
再
び
執
筆
活
動
へ
と
転
身
し
た
。
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
末
か
ら
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）

年
に
か
け
て
大
量
の
書
籍
を
執
筆
し
、
一
年
あ
け
て
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
に
も
三
巻
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
共

著
者
を
み
る
と
、
柳
川
勝
二
は
大
審
院
判
事
で
あ
る
と
と
も
に
早
稲
田
大
学
教
授
を
兼
任
し
て
お
り
、
松
波
仁
一
郎
は
日
本
大
学
教

授
で
同
商
学
部
長
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
松
浦
鎮
次
郎
は
文
部
官
僚
で
出
版
翌
年
に
は
文
部
次
官
に
就
任
し
て
い
る
。
浦
添
為
宗
は
こ

う
い
っ
た
知
己
を
得
な
が
ら
、
教
科
書
類
な
ど
を
執
筆
し
て
収
入
を
得
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
よ
う
な
商
業
教
育
の
テ
キ
ス
ト
等
を
出
版
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
な
か
で
、
浦
添
為
宗
は
次
第
に
故
郷
に
つ
い
て
も
強

い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
契
機
は
沖
縄
師
範
学
校
の
同
窓
で
あ
っ
た
宮
里
三
郎
が
、
故
郷
の
宮
古
島
に
宮
古
電

燈
株
式
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
社
長
と
し
て
順
調
に
経
営
を
拡
大
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
浦
添
為
宗
の
地

元
で
あ
る
八
重
山
郡
に
も
、
電
力
会
社
を
設
立
し
よ
う
と
企
図
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
一
五
日
に
は
、
水力

発
電
を
計
画
す
る
八
重
山
電
力
株
式
会
社
と
、
火
力
発
電
を
計
画
す
る
八

重
山
電
燈
株
式
会
社
、
双
方
の
発
起
人
総
代
理
と
し
て
浦
添
為
宗
の
名
前
が
登
場
す
る（

（3
（

。
電
力
会
社
の
設
立
は
、
大
阪
か
ら
の
寄
留

商
人
で
あ
っ
た
坂
田
安
次
郎
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く
。
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
一
二
月
二
〇
日
に
は
設
立
総
会
を
開

き
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
五
月
一
四
日
に
は
石
垣
町
内
で
点
灯
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
浦
添
為
宗
は
発
起
人
な

が
ら
出
資
金
が
用
意
で
き
ず
経
営
に
携
わ
れ
な
か
っ
た（

（3
（

。
こ
う
し
て
、
浦
添
為
宗
は
株
主
に
す
ら
な
れ
ず
に
単
な
る
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
電
力
会
社
計
画
に
前
後
し
て
、
浦
添
為
宗
は
那
覇
市
へ
と
移
住
し
た
。
そ
し
て
西
表
島
に
関
す
る
最
初
の
提
言
書
で
あ
る

『
西
表
島
開
発
策
私
論
』
を
出
版
し
た
。
浦
添
為
宗
の
住
所
と
、
出
版
社
で
あ
る
同
仁
館
の
住
所
と
が
、
と
も
に
那
覇
市
下
泉
町
（
現

在
の
泉
崎
一
丁
目
）
の
同
番
地
で
あ
っ
た（

（3
（

。
那
覇
市
に
移
住
し
た
後
の
浦
添
為
宗
は
こ
の
よ
う
に
沖
縄
県
の
開
発
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
見
え
、
つ
づ
い
て
、
沖
縄
に
お
け
る
総
合
的
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
出
版
を
目
指
し
て
沖
縄
済
世
社
を
設
立
し
て
い
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る
（
（4
（

。
そ
し
て
西
表
島
の
開
発
に
つ
い
て
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
『
西
表
島
開
発
論
』
を
出
版
し
た
の
で
あ
る
。

三　

二
つ
の
西
表
島
開
発
の
提
言
書

　

浦
添
為
宗
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
『
西
表
島
開
発
策
私
論
』（
一
九
二
八
年
、
巻
頭
六
頁
＋
本
文
四
四
頁
、
以
下
『
私
論
』
と
略
す
）
と

『
西
表
島
開
発
論
』（
一
九
三
〇
年
、
巻
頭
一
七
頁
＋
本
文
七
五
頁
＋
付
録
二
九
頁
、
以
下
『
開
発
論
』
と
略
す
）
の
二
つ
の
提
言
書
に
つ
き
、

本
節
で
は
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

両
書
の
う
ち
、『
私
論
』
に
は
巻
末
広
告
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、『
開
発
論
』
に
は
広
告
が
な
い
。
こ
の
た
め
、『
私
論
』
は
広

告
費
を
確
保
し
た
う
え
で
の
実
質
的
な
自
費
出
版
に
あ
た
り
、『
開
発
論
』
の
方
は
商
業
的
に
出
版
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。『
私

論
』
に
広
告
を
載
せ
た
企
業
と
し
て
は
、
兄
で
泡
盛
製
造
の
浦
添
為
良
、
電
力
会
社
の
設
立
を
共
に
行
っ
た
坂
田
安
次
郎
、
八
重
山

電
気
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
那
覇
市
の
東
京
屋
高
等
洋
服
店
、
元
順
病
院
、
楢
原
旅
館
な
ど
二
五
社
が
並
ん
で
い
る
。

　

巻
頭
に
は
発
刊
を
祝
す
要
人
名
が
並
ん
で
い
る
。『
私
論
』
は
沖
縄
県
知
事
に
は
じ
ま
り
、
沖
縄
県
の
公
務
員
の
幹
部
職
員
名
や
、

石
垣
町
長
や
竹
富
町
長
、
貴
衆
両
院
の
議
員
、
さ
ら
に
は
大
阪
商
船
や
日
本
勧
業
銀
行
な
ど
の
沖
縄
支
店
長
名
な
ど
四
三
名
が
並
ん

で
い
る
。
一
方
で
『
開
発
論
』
は
、
上
記
の
役
職
者
な
ど
に
加
え
、
沖
縄
県
議
会
議
員
や
那
覇
市
議
会
議
員
、
尋
常
高
等
小
学
校
や

中
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
の
校
長
、
各
税
務
署
長
や
那
覇
市
及
び
首
里
市
の
公
務
員
の
幹
部
職
員
た
ち
、
さ
ら
に
は
様
々
な
業
種
の

商
家
な
ど
合
計
二
七
七
名
と
三
社
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
多
数
を
通
じ
て
の
販
売
を
企
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、『
私
論
』
の
方
は
「
緒
論
」「
本
論
」「
結
論
」
の
三
部
構
成
に
、『
開
発
論
』
の
方
は
「
西
表
島
の
現
状
」

「
将
来
執
る
可
き
事
業
」「
結
論
」
の
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
目
次
構
成
に
つ
い
て
表
2
を
作
成
し
た
。

　

一
瞥
し
た
だ
け
で
「
本
論
」
と
「
将
来
執
る
可
き
事
業
」
と
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
が
、「
緒
論
」
と
「
西
表
島
の
現

状
」
に
つ
い
て
も
詳
細
を
確
認
し
て
い
く
と
大
よ
そ
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
総
ペ
ー
ジ
数
が
『
私
論
』
が
本
文
四
四
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頁
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
『
開
発
論
』

の
本
文
部
分
は
七
五
頁
で
あ
り
、
内
容

に
つ
い
て
は
か
な
り
の
加
筆
修
正
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
つ
づ
い
て
内
容
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
こ
う
。『
私
論
』
の
「
本

論
」
お
よ
び
『
開
発
論
』
の
「
将
来
執

る
可
き
事
業
」
と
も
に
、
開
墾
事
業
＝

農
業
、
牧
畜
、
山
林
の
開
発
問
題
＝
林

業
、
移
民
の
四
点
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
農
業
に
つ
い
て
は
、
現
状
を

踏
ま
え
つ
つ
米
作
を
推
奨
し
な
が
ら
、

先
述
の
森
壬
五
郎
農
商
務
省
技
師
が
言

及
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を
進
め
る
よ

う
提
言
し
て
い
る
。
具
体
的
な
場
所
と

し
て
は
、『
私
論
』
で
は
西
部
の
祖
納

地
方
、
中
心
部
の
古こ

見み

地
方
と
い
っ
た

す
で
に
開
発
が
進
ん
で
い
る
地
域
に
加

え
て
、
南
西
部
の
南は

風い

見み

地
方
に
つ
い

表 2　『西表島開発策私論』と『西表島開発論』の目次

『西表島開発策私論』 『西表島開発論』

緒論 西表島の現状
一、西表島の位置及び地勢大要 第一章　地理及地質
二、西表島の地質 　一、位置及広袤
三、土地利用区分 　二、地勢
四、住民職業別人口戸数 　三、地質
五、産業（生産物種類別・年産額並価格） 第二章　気象状況
六、交通（道路・航路・舟航・河川の分） 　一、気候概要
七、水利 　二、本島付近を通過せし最も顕著なる台風の概要
八、作物栽培反別並生産高 第三章　交通及運輸状況
九、�家畜・家禽・飼養頭数・戸数・生産・斃

死・屠殺数並移出
第四章　風土病及人口の増減状態
第五章　土地利用の状況及生産状態

一〇、風土病及人畜衛生状況 　一、各字土地利用状態
一一、労働賃金及家畜使役状況 　二、作物栽培反別及生産高
一二、林業概況 　三、人口、戸数、住民の生活状態及産業状態
一三、採鉱業概況 第六章　国有林野の状況

　一、森林の状況概説
　二、林野の状況細説

本論 将来執る可き事業
一、開墾事業 第一章　林業
二、牧畜事業 第二章　農業
三、山林の開発問題 第三章　牧畜
四、移民問題 第四章　移民

結論 結論

出所：浦添為宗『西表島開発策私論』（同仁館、1928年）および浦添為宗『西表島開発論』（沖縄済世社、
1930年）から作成。
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て
も
「
仲
間
川
は
開
田
予
定
地
の
水
源
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
他
の
用
途
甚
だ
多
い
。（
中
略
）
そ
の
地
味
甚
だ
肥
沃
で
あ
っ

て
而
も
平
坦
地
多
く
、
開
墾
容
易
で
あ
る
」
と
し
て
開
発
を
推
奨
し
て
い
る（

（4
（

。『
開
発
論
』
に
お
い
て
も
、
南
風
見
地
方
は
開
墾
適

地
が
三
五
〇
〇
町
歩
を
数
え
る
最
大
の
開
発
予
定
地
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

ま
た
牧
畜
に
つ
い
て
は
、『
私
論
』
で
は
貴
族
院
議
員
で
あ
っ
た
大お

お

城し
ろ

兼け
ん

義ぎ

が
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
八
月
八
日
に
石
垣
町
公

会
堂
で
行
っ
た
演
説
に
基
づ
き
つ
つ
牛
と
馬
の
飼
育
を
推
奨
し
て
い
る
が（

（4
（

、『
開
発
論
』
で
は
そ
れ
に
加
え
て
養
豚
業
お
よ
び
豚
肉

加
工
に
つ
い
て
も
提
言
し
て
い
る（

（4
（

。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、『
私
論
』
で
は
大
城
兼
義
が
演
説
で
述
べ
た
資
本
家
へ
払
い
下
げ
て
の
民
営
論
に
対
抗
す
る
形
で
、
国
有
の

ま
ま
で
の
竹
富
村
営
や
地
元
民
の
参
加
で
開
発
す
る
必
要
性
を
唱
え
て
い
た（

（4
（

。
こ
れ
に
対
し
て
『
開
発
論
』
で
は
開
発
主
体
に
つ
い

て
は
触
れ
ず
に
、
樹
木
の
種
類
と
そ
れ
が
用
材
用
・
枕
木
用
・
坑
木
用
・
木
炭
用
な
ど
に
利
用
で
き
る
こ
と
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
具
体
的
な
地
名
と
し
て
、「
仲
間
川
の
河
口
又
は
浦
内
川
の
河
口
等
適
当
の
箇
所
に
製
材
所
を
設
け
」
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た（

（4
（

。

　

こ
れ
以
外
に
、
開
発
の
補
助
的
な
指
摘
と
し
て
『
開
発
論
』
の
「
第
五
章
、
三
、
人
口
、
戸
数
、
住
民
の
生
活
状
態
及
産
業
状

態
」
の
箇
所
で
、「
漁
業
」
に
つ
い
て
「
近
海
魚
貝
頗
る
多
く
、（
中
略
）
適
当
の
漁
具
、
漁
船
、
漁
撈
師
等
必
要
の
機
関
を
具
へ
て

新
式
の
漁
業
方
法
に
則
り
漁
獲
を
為
し
、
併
せ
て
水
産
製
造
所
を
設
け
て
鰹
節
鮪
節
そ
の
他
の
水
産
名
産
品
を
製
出
し
た
ら
、
必
ず

や
相
当
の
利
益
を
挙
げ
得
る
」
と
薦
め
て
い
る（

（4
（

。

　

そ
し
て
以
上
の
農
業
・
牧
畜
・
林
業
そ
し
て
漁
業
を
と
も
に
開
発
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現
状
の
西
表
島
の
人
口
は
少
な
す
ぎ
る

の
で
、
島
外
か
ら
の
「
移
民
」
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

。「
農
牧
林
そ
の
他
の
事
業
に
従
事
す

る
」
た
め
に
、「
順
応
同
化
性
強
き
」
人
物
で
あ
り
、「
共
存
共
栄
の
理
を
十
分
に
理
解
」
す
る
よ
う
な
「
誠
実
に
本
島
（
西
表
島
─

引
用
者
）
の
開
発
に
努
力
す
る
」
人
材
が
求
め
ら
れ
た（

（4
（

。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
西
表
島
（
図
2
）
で
こ
れ
ら
農
業
・
牧
畜
・
林
業
そ
し
て
漁
業
を
振
興
す
る
た
め
に
、
浦
添
為
宗
が
総
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合
開
発
を
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る
。『
私
論
』
の
「
結

論
」
で
は
、「
排
水
灌
漑
設
備
」
の
整
備
や
「
耕
地
整

理
」
の
断
行
、
農
工
試
験
所
の
設
置
な
ど
の
必
要
性
を
説

く
の
に
加
え
て
、「
交
通
機
関
の
完
備
と
衛
生
施
設
と
は

最
も
重
要
に
し
て
焦
眉
の
急
務
な
り
」
と
の
見
解
を
表
明

し
て
い
る（

（5
（

。
西
表
島
内
の
交
通
の
整
理
と
、
マ
ラ
リ
ア
撲

滅
の
た
め
の
対
策
の
二
つ
を
、
西
表
島
開
発
に
あ
た
っ
て

特
に
重
要
な
前
提
で
あ
る
と
位
置
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
こ
こ
で
い
う
交
通
に
港
湾
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
れ

は
、「
緒
論
」
の
「
一　

西
表
島
の
位
置
及
び
地
勢
大

要
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
西
表
島
に
は
天
然
の

良
港
な
る
港
湾
が
あ
ま
た
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
挙
ぐ

る
べ
き
は
船
浮
港
が
そ
れ
で
あ
る
。
船
浮
港
は
一
艦
隊
を

収
容
し
得
る
天
然
の
良
港
で
あ
る
」
た
め
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

こ
の
交
通
と
マ
ラ
リ
ア
対
策
と
い
う
方
向
性
は
『
開
発

論
』
に
お
い
て
さ
ら
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
西
表
島
の

現
状
」
の
「
第
三
章　

交
通
及
運
輸
状
況
」
で
、「
東
海

岸
か
ら
西
海
岸
、
特
に
船
浮
港
に
通
ず
る
道
路
を
開
鑿
し
、

交
通
運
輸
の
便
を
講
ず
る
こ
と
は
極
め
て
必
要
で
あ
る
」

図 2　西表島

仲間川

古見地区△
御座岳

南風見地区

仲良川

浦内川

祖納地区

西田川

ヒナイ川

船浮港

サンガラの滝

マリユドゥの滝

ピナイサーラの滝ピナイサーラの滝
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と
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
具
体
的
に
は
、「
本
島
（
西
表
島
─
引
用
者
）
を
東
西
に
横
断
す
る
大
幹
線
道
路
を
開
鑿
す
べ
き
箇

所
」
と
し
て
、「
仲
良
川
の
本
流
を
遡
り
御
座
岳
の
支
峰
を
越
え
、
仲
間
川
の
流
路
を
下
る
」
コ
ー
ス
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
道

路
の
規
格
と
し
て
も
、「
他
日
の
大
西
表
島
を
実
現
す
べ
く
最
初
か
ら
六
十
間
の
所
謂
三
線
道
路
と
し
、
一
は
人
道
に
、
一
は
馬
車

道
に
、
他
の
一
は
汽
車
路
に
充
つ
可
き
で
あ
る
」
と
か
な
り
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る（

（5
（

。

　

こ
の
道
路
の
開
発
に
加
え
て
、「
本
島
（
西
表
島
─
引
用
者
）
内
の
交
通
機
関
と
し
て
川
を
利
用
す
る
こ
と
」
も
提
案
さ
れ
た
。「
仲

間
川
、
浦
内
川
、
仲
良
川
、
越く

い
ら良

川
、
三み

ち
ゃ
り離

川
、
何
れ
も
水
深
く
し
て
舟
楫
を
通
ず
る
に
十
分
で
あ
る
。
只
そ
の
川
口
が
浅
い
の
が

玉
に
疵
で
あ
る
、
が
し
か
し
こ
れ
は
浚
渫
工
事
を
施
せ
ば
難
な
く
開
鑿
す
る
こ
と
は
出
来
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
浚
渫
工
事
に

よ
る
河
川
開
発
の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

も
う
一
方
の
マ
ラ
リ
ア
対
策
に
つ
い
て
は
、『
開
発
論
』
の
「
西
表
島
の
現
状
」
の
「
第
四
章　

風
土
病
及
人
口
の
増
減
状
態
」

で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
「
特
効
薬
た
る
キ
ニ
ー
ネ
を
無
代
で
配
布
」
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
服
用
す
る
と
耳
鳴
り
が
し
て
頭

が
重
く
な
る
た
め
に
初
期
段
階
で
服
用
せ
ず
に
重
症
化
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。「
医
師
の
監
督
が
な
い
為
に
適
当
な
る
服
用
時

期
を
失
し
て
悪
質
に
陥
り
慢
性
に
経
過
す
る
者
が
多
い
」
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た（

（5
（

。
こ
の
マ
ラ
リ
ア
対
策
は
、
移
民
政
策
と
も
重
要

な
関
連
が
あ
り
、「
本
島
（
西
表
島
─
引
用
者
）
を
根
本
的
に
開
発
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
先
づ
以
て
衛
生
設
備
か
ら
し
て
掛
か
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。（
中
略
）
国
費
を
投
じ
て
一
大
病
院
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
」
と
提
言
を
行
っ
て
い
る（

（5
（

。

　

最
後
に
、『
私
論
』
で
は
「
浦
内
川
上
流
の
瀧
お
よ
び
上
原
の
瀧
〔
鬚
川
瀧
〕
の
如
き
は
専
門
家
の
言
に
依
る
と
水
電
の
発
電
所
と

し
て
絶
好
」
で
あ
る
旨
を
叙
述
し
て
い
た（

（5
（

。
上
原
地
区
の
ヒ
ナ
イ
川
に
あ
る
「
鬚
の
よ
う
な
」
を
意
味
す
る
ピ
ナ
イ
サ
ー
ラ
の
滝
の

こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（5
（

。
一
方
で
『
開
発
論
』
で
は
、
浦
内
川
上
流
で
の
発
電
所
建
設
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の（

（5
（

、
上
原
地
区
に

あ
る
西田

川
中
流
の
「
大
な
る
瀧
」
で
「
水
電
を
起
し
電
灯
、
電
力
の
供
給
は
勿
論
、
製
材
、
製
氷
、
製
糖
事
業
」
を
起
こ
す
こ
と

を
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
場
合
に
は
サ
ン
ガ
ラ
の
滝
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ（

（6
（

、
浦
添
為
宗
が
現
地
の
状
況
を
十
分
に
把
握
せ
ず
に
、
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電
力
業
の
可
能
性
を
計
画
に
入
れ
込
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

四　

沖
縄
県
に
お
け
る
西
表
開
発
計
画

　

浦
添
為
宗
の
二
冊
の
提
言
書
も
受
け
て
、
沖
縄
県
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
策
定
し
た
沖
縄
県
産
業
振
興
十
五
年
計
画
の
中

に
、
西
表
島
国
有
林
の
沖
縄
県
へ
の
委
任
を
入
れ
込
み
、
日
本
政
府
か
ら
の
了
解
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
た（

（6
（

。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
れ
で
も
西
表
島
の
国
有
林
の
利
用
に
つ
い
て
の
国
の
計
画
樹
立
は
遅
れ
た
。

　

そ
こ
で
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
、
沖
縄
県
で
改
め
て
具
体
的
な
西
表
島
の
開
発
計
画
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

計
画
の
大
要
を
記
し
た
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
以
下
、『
大
要
』
と
略
す
）
を
利
用
し
な
が
ら
、
本
節
で
は
沖
縄
県
の
開
発
計
画

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。『
大
要
』
で
は
ま
ず
、「
西
表
島
開
発
ノ
必
要
性
」
と
し
て
「
曩
ニ
本
県
振
興
計
画
樹
立

ニ
当
リ
、
之
（
西
表
島
の
国
有
林
─
引
用
者
）
ガ
管
理
ノ
移
管
ヲ
知
事
ノ
権
限
ニ
委
ス
ル
ヲ
妥
当
ト
認
メ
タ
ル
モ
、
遂
ニ
政
府
ノ
容

ル
ヽ
所
ト
ナ
ラ
ス
、
猶
旧
態
ノ
マ
ヽ
ニ
放
棄
シ
、
国
ニ
於
テ
何
等
ノ
施
設
ヲ
行
フ
ノ
計
画
ヲ
聞
カ
サ
ル
ハ
、
本
県
振
興
事
業
遂
行
ノ

上
ニ
モ
遺
憾
ノ
点
、
尠
カ
ラ
ス
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
十
五
年
計
画
に
対
し
て
、
国
が
一
旦
は
同
意

し
つ
つ
も
何
ら
進
展
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、『
大
要
』
が
作
成
さ
れ
た
理
由
だ
と
分
か
る
。

　

そ
の
上
で
沖
縄
県
は
、
表
3
の
よ
う
な
予
算
額
も
付
け
た
上
で
開
発
計
画
を
作
成
し
た
。
前
節
で
み
た
『
私
論
』
お
よ
び
『
開
発

論
』
で
取
り
上
げ
た
産
業
で
あ
る
農
業
・
牧
畜
・
林
業
・
漁
業
は
す
べ
て
表
3
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
農
業
は
「
土
地
改
良
施マ

設マ

」
の
と
こ
ろ
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、「
国
営
ノ
部
」
と
「
民
営
ノ
部
」
の

双
方
に
「
林
野
開
田
」
と
「
林
野
開
畑
」
の
項
目
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
比
率
は
、「
国
営
ノ
部
」
が
一
六
・
三
％
：
八
三
・
七
％

で
あ
り
、「
民
営
ノ
部
」
が
七
・
九
％
：
九
二
・
一
％
で
あ
る
た
め
、
国
営
部
分
で
米
作
の
た
め
の
土
地
改
良
費
が
若
干
多
い
も
の

の
、
全
体
と
し
て
圧
倒
的
に
畑
作
の
た
め
の
土
地
改
良
費
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
畑
作
で
生
産
す
る
作
物
の
名
称
は
書
か
れ
て
い
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な
い
が
、
製
糖
業
の
た
め
の
甘
蔗
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
の
栽
培
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
私
論
』
や
『
開
発
論
』
に
お
い
て
は
具
体
的
な

開
発
予
定
地
に
つ
い
て
言
及
が
さ
れ
て
い
た
が
、『
大
要
』
で
は
開
発
予
定
の
地
名
に
つ
い
て
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い（

（6
（

。

　

牧
畜
業
は
、『
私
論
』
で
は
牛
馬
の
牧
畜
を
、『
開
発
論
』
で
は
牛
馬
に
加
え
て
養
豚
も
提
唱
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
大

要
』
で
は
、「
放
牧
場
ノ
施
設
」
の
建
設
に
補
助
を
出
し
、
さ
ら
に
は
「
放
牧
場
ニ
飼
育
ス
ヘ
キ
基
礎
牛
購
入
」
に
充
て
る
と
い
う

こ
と
で
、
牛
の
牧
畜
に
限
定
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

も
っ
と
も
予
算
額
が
大
き
い
の
が
林
業
で
あ
る
。『
大
要
』
で
は
『
開
発
論
』
で
挙
げ
ら
れ
て
い
た
二
つ
の
候
補
地
の
う
ち
の
一

つ
で
あ
る
、
西
表
島
の
北
部
に
あ
る
浦
内
川
流
域
お
よ
び
仲
良
川
流
域
を
「
本
期
間
」
で
あ
る
一
〇
年
間
の
作
業
範
囲
と
し
た
。
製

表 3　『大要』にみる西表開発計画の予算案

道　路　費 888,470

内循環線 728,500

内横断線 79,200

内修繕費 80,770

保健施設費 222,240

内補助医設置 154,940

内飲料水改良 2,300

内防疫医及防疫監吏設置 60,000

内蚊帳購入配給 5,000

土地改良費 1,652,752

内国営ノ部 575,280

内民営ノ部 522,720

内移住費 485,520

畜　産　費 108,820

内施設補助費 48,820

内基礎牛購入補助費 60,000

水産施設費 148,000

内漁船建造補助 105,000

内漁業奨励金十隻分 35,000

内施設補助費 8,000

林業施設費 1,516,827

内運搬施設費 160,200

内製材施設費 198,040

内作業費 1,013,150

内造林費 145,436

合　　　計 4,537,109

出所：沖縄県『西表開発計画ノ大要』（沖縄県、1937年）11
～19頁より作成。

注 1 ：単位は円。
注 2 ：土地改良費の内訳を合計すると1,583,520円であり、

全体の合計も4,467,877円になるが、計算を間違えている
元データをそのまま掲載した。また林業施設費の 1 円違
いもそのままにした。
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品
と
し
て
は
、「
樽
板
」「
木
炭
」「
薪
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
た
だ
し
林
業
に
つ
い
て
は
「
本
期
間
」
を
越
え
た
四
〇
年
計
画
が

あ
り
、
年
利
五
分
の
利
率
で
計
画
が
立
て
ら
れ
た（

（6
（

。
そ
の
作
業
内
容
は
「
伐
採
」
と
「
造
林
」
の
二
本
立
て
で
あ
り
、「
造
林
樹
種

ノ
選
定
ハ
、
本
県
（
沖
縄
県
─
引
用
者
）
ノ
受
容
す
る
砂
糖
樽
榑（

（6
（

、
其
ノ
他
木
材
、
薪
炭
ノ
自
給
ヲ
図
ル
ヲ
目
標
ト
シ
」
て
い
た（

（6
（

。

　

漁
業
に
つ
い
て
も
『
大
要
』
で
は
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
予
算
額
の
七
〇
・
九
％
は
漁
船
建
造
の
補
助
金
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
五
〇
ト
ン
で
一
〇
〇
馬
力
の
漁
船
一
〇
隻
に
対
し
て（

（6
（

、
五
割
の
補
助
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
尖
閣
列
島
、
与
那

国
、
波
照
間
等
ノ
好
漁
場
ヲ
有
ス
ル
」
た
め
で
あ
り
、
西
表
島
の
近
海
漁
業
と
い
う
よ
り
は
、
数
日
か
け
て
操
業
す
る
沖
合
漁
業
の

た
め
の
基
地
を
作
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た（

（7
（

。

　

そ
し
て
移
民
に
つ
い
て
は
、
浦
添
為
宗
が
『
私
論
』
や
『
開
発
論
』
で
こ
れ
ら
農
業
・
牧
畜
・
林
業
・
漁
業
す
べ
て
の
た
め
の
移

民
で
あ
る
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
大
要
』
で
は
農
業
目
的
に
限
定
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
予
算
項
目
も
「
土
地
改

良
施マ

設マ

」
に
「
移
住
費
」
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
農
業
・
牧
畜
・
林
業
・
漁
業
・
移
民
に
つ
い
て
の
計
画
に
加
え
て
、『
大
要
』
で
は
本
計
画
を
「
将

来
ニ
於
ケ
ル
造
林
収
入
、
並
、
本
事
業
開
始
ニ
伴
フ
各
種
ノ
事
業
勃
興
ヲ
誘
致
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
、
本
島
ニ
於
ケ
ル
事
業
ノ

如
キ
ハ
、
所
謂
拓
殖
事
業
ト
シ
テ
之
ヲ
経
営
セ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
」
と
位
置
付
け
て
い
る（

（7
（

。
こ
こ
で
「
拓
殖
事
業
」
と
述
べ
て
い
る
の

は
、「
本
林
ノ
利
用
開
発
ハ
先
林
道
ノ
開
設
、
労
働
者
ノ
誘
致
ニ
ア
リ
テ
、
林
道
ノ
開
設
ハ
独
リ
木
材
搬
出
ノ
用
ニ
供
ス
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
、
亦
以
テ
開
墾
移
住
上
裨
益
ス
ル
コ
ト
大
ニ
シ
テ
、
開
発
上
ノ
先
駆
タ
リ
」
と
い
う
よ
う
に（

（7
（

、
そ
の
総
合
性
に
あ
っ
た
。

　

浦
添
為
宗
の
『
私
論
』
や
『
開
発
論
』
に
お
い
て
は
こ
の
総
合
性
は
交
通
と
マ
ラ
リ
ア
対
策
に
表
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

『
大
要
』
も
ま
た
交
通
と
マ
ラ
リ
ア
対
策
が
そ
の
総
合
性
を
意
味
す
る
「
拓
殖
事
業
」
と
し
て
の
重
要
な
二
本
柱
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
交
通
を
見
て
み
る
と
、『
大
要
』
で
も
ま
ず
港
湾
に
つ
い
て
、「
舟マ

浮マ

港
ハ
那
覇
基
隆
線
ノ
寄
港
地
ニ
シ
テ
、（
中
略
）

北
西
ニ
開
放
シ
港
内
水
深
ア
リ
、
四
季
平
穏
ニ
シ
テ
修
築
ノ
要
ナ
ク
シ
テ
利
用
シ
得
ル
天
然
ノ
良
港
」
で
あ
る
旨
が
紹
介
さ
れ
て
い
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る
（
（7
（

。
そ
し
て
道
路
に
つ
い
て
は
、「
本
島
ヲ
一
周
ス
ル
」
循
環
線
と
、
浦
内
川
か
ら
古
見
、
仲
間
へ
行
く
ル
ー
ト
と
、
循
環
線
か
ら

分
岐
し
て
船
浮
港
、
網
取
、
﨑
山
へ
と
い
う
ル
ー
ト
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
循
環
線
か
ら
分
岐
し
て
船
浮
港
へ
向
か
う
ル
ー

ト
は
仲
良
川
を
経
由
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、『
開
発
論
』
が
提
起
し
た
ル
ー
ト
の
一
部
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、『
大
要
』
の
予
算
案

に
み
る
道
路
予
算
は
、
そ
の
八
二
・
〇
％
が
循
環
線
の
新
設
費
で
あ
り
、
浦
内
川
か
ら
仲
間
へ
の
ル
ー
ト
と
、
循
環
線
か
ら
分
岐
し

て
船
浮
港
か
ら
﨑
山
へ
と
向
か
う
ル
ー
ト
の
合
計
で
わ
ず
か
八
・
九
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。『
開
発
論
』
が
唱
え
た
三
線
道
路
の
敷

設
な
ど
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
林
道
整
備
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る（

（7
（

。

　

ま
た
、
マ
ラ
リ
ア
対
策
で
あ
る
が
、
予
算
額
「
保
健
施
設
」
の
項
目
の
う
ち
六
九
・
七
％
は
「
補
助
医
設
置
」
に
振
り
分
け
ら
れ

て
お
り
、
古
見
と
祖
納
の
二
ヶ
所
に
そ
れ
ぞ
れ
診
療
所
を
設
置
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
二
七
・
〇
％
を
占
め
る
「
防
疫
医

及
防
疫
監
吏
設
置
」
の
項
目
で
は
、「
マ
ラ
リ
ア
防
遏
事
業
ノ
為
、
予
防
医
一
名
、
防
疫
監
吏
二
名
ヲ
配
置
ス
」
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。「
蚊
帳
購
入
配
給
」
も
、
も
ち
ろ
ん
マ
ラ
リ
ア
の
媒
介
生
物
で
あ
る
蚊
を
避
け
る
た
め
に
用
い
る
も
の
で
あ
り
、「
五
ヶ

年
ヲ
以
テ
本
島
内
一
千
戸
ニ
対
シ
配
給
貸
与
」
す
る
計
画
で
あ
っ
た（

（7
（

。

　

そ
し
て
最
後
に
、
浦
添
為
宗
が
『
私
論
』
や
『
開
発
論
』
で
掲
げ
た
計
画
の
う
ち
、『
大
要
』
で
は
交
通
の
開
発
に
お
け
る
諸
河

川
の
浚
渫
で
あ
る
と
か
、
水力

発
電
所
の
建
設
と
い
っ
た
多
額
の
予
算
を
要
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
全
く
捨
象
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
大
要
』
に
み
ら
れ
る
沖
縄
県
の
西
表
島
の
開
発
計
画
は
、
浦
添
為
宗
の
『
私
論
』
や
『
開
発
論
』
の
開
発
計

画
と
全
く
同
じ
も
の
で
は
な
い
が
、
大
よ
そ
の
方
向
性
と
い
う
意
味
で
は
そ
れ
ら
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
の
沖
縄
県
に
よ
る
西
表
島
の
開
発
計
画
は
、
こ
の
時
点
で
は
直
接
的
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
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同
年
中
に
西
表
島
が
属
す
る
竹
富
村
の
安
里
武
信
村
長
よ
り
農
林
大
臣
に
対
し
て
、
国
有
林
の
払
い
下
げ
等
を
申
請
し
た
件
に
つ
い

て
も
棚
上
げ
に
さ
れ
た（

（7
（

。

　

こ
れ
は
、
実
は
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
度
に
農
林
省
山
林
局
が
西
表
開
発
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
そ
れ
の
準
備
期
間
を
経

て
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
度
に
は
現
地
事
務
所
を
設
置
す
る
形
で
動
き
始
め
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
国
と
沖
縄
県
お
よ
び
竹

富
町
と
の
意
思
疎
通
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
第
四
節
の
『
大
要
』
の
策
定
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
農
林
省
山

林
局
が
策
定
し
た
計
画
は
、
熱
帯
林
業
の
発
展
の
み
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
地
事
務
所
は
浦
内
川
上
流
の
稲
葉
に
置
か
れ

た
。
そ
し
て
宮
古
島
や
石
垣
島
の
製
糖
業
に
向
け
て
砂
糖
樽
の
ク
レ
板
を
、
西
表
島
内
の
炭
鉱
業
に
向
け
て
坑
木
類
を
、
西
表
島
内

や
石
垣
島
に
向
け
て
木
炭
を
供
給
し
た（

（7
（

。

　

こ
う
し
て
総
合
開
発
の
林
業
部
分
の
一
部
を
、
国
有
林
の
ま
ま
に
農
林
省
山
林
局
が
着
手
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
沖
縄
県
は
政
策

の
変
更
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
『
大
要
』
の
作
成
か
ら
四
年
後
の
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
、
沖
縄
県
は
改
め
て
西

表
島
の
南
風
見
地
区
の
開
墾
計
画
を
策
定
し
、
同
年
三
月
よ
り
移
民
を
投
入
し
て
大
原
部
落
を
創
設
し
た（

（7
（

。『
大
要
』
で
は
具
体
的

に
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
農
業
開
発
の
地
区
で
あ
る
が
、
浦
添
為
宗
の
『
私
論
』
や
『
開
発
論
』
で
は
最
も
開
発
の
余
地
が
あ
る

と
強
調
さ
れ
て
い
た
南
風
見
地
区
に
対
し
て
、
沖
縄
県
は
開
墾
計
画
を
立
て
て
移
民
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
林
省
山
林
局
の
林
業
開
発
も
、
沖
縄
県
に
よ
る
農
業
開
発
も
、
と
も
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
局
の
悪
化
を

受
け
て
消
滅
し
て
い
く
。

　

戦
後
の
西
表
島
開
発
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
川
平
成
雄
の
研
究
に
詳
し
い
が（

（8
（

、
高
岡
大
輔
衆
議
院
議
員
に
よ
る
昭
和
三
四
（
一

九
五
九
）
年
の
「
高
岡
構
想
」
で
は
仲
良
川
と
仲
間
川
と
を
結
ぶ
横
断
道
路
の
計
画
が
登
場
し
た
り
、
農
民
の
移
住
が
提
唱
さ
れ
た

り
し
て
い
る
。『
大
要
』
で
は
捨
象
さ
れ
て
い
た
、
浦
内
川
上
流
の
稲
葉
滝
（
マ
リ
ユ
ド
ゥ
の
滝
）
で
の
水力

発
電
も
重
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
研
究
所
の
調
査
で
は
、
南
風
見
地
区
の
大
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原
部
落
辺
り
で
の
開
発
が
「
最
小
経
費
で
最
大
収
益
」
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
し
、
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
の
琉
球
政
府
農
林

局
に
よ
る
調
査
で
は
、
牧
畜
の
た
め
の
繁
殖
牛
の
導
入
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
様
々
な
戦
後
の
西
表
開
発
計
画
の
中
に
も
、

浦
添
為
宗
の
息
吹
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
戦
後
の
開
発
計
画
は
、
も
ち
ろ
ん
直
接
的
に
浦
添
為
宗
の
『
私
論
』
や
『
開
発
論
』
を
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
は
な
い
が
、

沖
縄
県
の
『
大
要
』
な
ど
を
経
な
が
ら
浦
添
為
宗
の
開
発
計
画
は
な
が
ら
く
生
き
続
け
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）	

日
本
政
府
『
世
界
遺
産
一
覧
表
記
載
推
薦
書　

奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
（
仮
訳
）』（
日
本
政
府
、
二
〇
一
九
年
）。

（
2
）	

三
木
健
『
西
表
炭
坑
概
史
』（
三
栄
社
、
一
九
七
六
年
）、
同
『
聞
書
西
表
炭
坑
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
二
年
）、
同
『
西
表
炭
坑
史
料
集

成
』（
本
邦
書
籍
、
一
九
八
五
年
）、
同
『
西
表
炭
坑
：
写
真
集
』（
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
八
六
年
）、
同
『
西
表
炭
坑
夫
物
語
』（
ひ
る
ぎ
社
、

一
九
九
〇
年
）、
同
『
沖
縄
・
西
表
炭
坑
史
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
3
）	

竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
六
～
三
一
頁
。

（
4
）	

森
勇
「
西
表
開
発
問
題
に
就
い
て
」（『
新
世
代
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
四
九
年
）
お
よ
び
金子

良
「
西
表
島
の
開
発
」（『
土
地
改
良
』

昭
和
三
五
年
一
〇
月
号
、
一
九
六
〇
年
）。
森
勇
は
沖
縄
軍
政
府
西
表
事
業
庁
長
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
金子

良
は
日
本
政
府
の
農

林
省
農
業
技
術
研
究
所
に
勤
め
て
い
た
。
金子

良
に
つ
い
て
は
池
末
啓
一
「
水
文
学
徒
・
金子

良
先
生
の
思
い
出
」（『
水
利
科
学
』
第
六
一

巻
第
六
号
、
二
〇
一
八
年
）
に
も
詳
し
い
。

（
5
）	

越
智
正
樹
「
被
占
領
期
西
表
島
に
お
け
る
日
米
共
同
開
発
計
画
の
顛
末
」（『
島
嶼
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
一
年
）
九
頁
。
戦
後
の
西

表
島
開
発
に
つ
い
て
は
宮
良
長
安
編
『
戦
災
復
興
の
た
め
の
西
表
開
発
記
念
誌
』（
西
表
開
発
友
の
会
、
一
九
八
五
年
）
に
も
詳
し
い
。

（
6
）	

川
平
成
雄
「〈
幻
〉
の
西
表
島
開
発
」（『
沖
縄
文
化
』
編
集
所
編
『
沖
縄
文
化　

沖
縄
文
化
協
会
創
設
七
〇
周
年
記
念
誌
』『
沖
縄
文
化
』

編
集
所
、
二
〇
二
〇
年
）
一
五
二
頁
。

（
7
）	

石
垣
金
星
「
西
表
島
か
ら
島
お
こ
し
を
考
え
る
」（『
地
域
開
発
』
第
四
二
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
海
津
ゆ
り
え
「
島
お
こ
し
か
ら
西
表

島
型
地
域
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ

─
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
を
促
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」（『
地
域
開
発
』
第
四
五
八
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
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佐
藤
快
信
「
島
嶼
開
発
に
お
け
る
観
光
開
発
の
影
響

─
八
重
山
諸
島
の
観
光
を
事
例
に
」（『
長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
地
域
総
合
研
究
所

研
究
紀
要
』
第
六
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
二
八
～
二
九
頁
な
ど
。

（
8
）	

竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
六
頁
、
三
木
健
『
沖
縄
・
西
表
炭
坑
史
』（
日
本
経
済
評
論

社
、
一
九
九
六
年
）
四
二
～
六
七
頁
。

（
9
）	
三
木
健
『
沖
縄
・
西
表
炭
坑
史
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
六
年
）
二
〇
二
～
二
〇
五
頁
。

（
10
）	

「
先
島
農
業
談
（
前マ

承マ

）」『
琉
球
新
報
』
明
治
三
三
年
八
月
五
日
記
事
。
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
史　

第
一
一
巻
資
料
編　

新
聞
集
成
Ⅰ
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
九
五
年
）
八
六
頁
に
よ
る
。

（
11
）	

炭
鉱
に
お
け
る
坑
木
の
大
量
消
費
に
つ
い
て
は
、
九
州
お
よ
び
北
海
道
の
事
例
で
は
あ
る
が
山口

明
日
香
『
森
林
資
源
の
環
境
経
済
史

─
近
代
日
本
の
産
業
化
と
木
材
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
第
四
～
五
章
に
詳
し
い
。

（
12
）	

森
勇
「
西
表
開
発
問
題
に
就
い
て
」（『
新
世
代
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
四
九
年
）
四
四
頁
。

（
13
）	

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
勅
令
第
一
四
号
「
沖
縄
県
郡
区
職
員
及
島
庁
職
員
ニ
関
ス
ル
件
」
第
二
条
に
よ
り
、
沖
縄
県
八
重
山
島
庁
に

は
島
司
一
名
と
島
庁
書
記
若
干
名
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
金
城
善
「
近
代
沖
縄
に
お
け
る
戸
籍
制
度
の
一
端

─
戸
籍
法
の
施
行
か

ら
壬
申
戸
籍
の
改
製
ま
で
」（『
浦
添
市
立
図
書
館
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
四
年
）
一
一
三
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
14
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
策
私
論

─
南
門
の
宝
庫
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
一
八
～
一
九
頁
お
よ
び
浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論

─
沖
縄
の
重
要
問
題
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
六
五
～
六
六
頁
。

（
15
）	

竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
七
頁
。

（
16
）	

比
嘉
徳
『
八
重
山
の
研
究
』（
大
城
活
版
所
、
一
九
一
五
年
）
二
三
～
二
五
頁
。

（
17
）	

竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
七
頁
。

（
18
）	

竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
七
頁
。

（
19
）	

竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
七
頁
で
は
、「
一
九
二
〇
（
大
正
一
〇
）
年
」
の
こ
と
で
あ

る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
西
暦
と
元
号
の
対
応
は
間
違
っ
て
お
り
、
大
正
九
年
が
正
し
い
。

（
20
）	

農
商
務
省
本
省
が
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、
当
時
の
農
商
務
大
臣
で
あ
っ
た
山
本
達
雄
も
関
係
文
書
類
が
残
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
沖
縄
は
沖
縄
戦
で
、
鹿
児
島
も
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
で
焼
け
野
原
に
な
っ
て
お
り
、
資
料
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
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は
か
な
り
低
い
。

（
21
）	

竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
八
頁
。

（
22
）	

三
木
健
（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
六
年
）
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
。

（
23
）	
浦
添
為
宗
「
履
歴
書
」（
一
九
二
〇
年
）（「
浦
添
為
宗
同
上
（
山
本
規
初
任
判
任
官
俸
給
制
限
外
支
給
ノ
件
）
ノ
件
」
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

04018166500

、
公
文
雑
纂
・
大
正
九
年
・
第
十
五
巻
・
判
任
官
俸
給
制
限
外
支
給
三
・
鉄
道
省
二
～
関

東
庁
〈
国
立
公
文
書
館
〉
所
収
）。

（
24
）	

島
袋
和
幸
『
沖
縄
の
軌
跡

─
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
の
遍
歴
』（
大
和
印
刷
、
二
〇
〇
八
年
）
一
七
八
頁
。
も
と
は
『
琉
球
新
報
』
一
九
九

〇
年
一
一
月
一
三
日
の
コ
ラ
ム
「
落
ち
穂
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
浦
添
為
宗
の
周
辺
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
ま
た
浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発

策
私
論
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
巻
末
広
告
に
「
泡
盛
製
造
兼
販
売
業
」
と
し
て
浦
添
為
良
の
名
前
が
見
ら
れ
る
た
め
、
彼
が
浦
添
家

を
継
い
だ
兄
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
25
）	

大
濱
永
亘
『
八
重
山
系
家
譜
（
大
宗
・
小
宗
）
の
出
自
に
つ
い
て
』（
先
島
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
）
一
二
頁
。
同
六
〇
頁
に
よ
る

と
、
徳
容
氏
は
一
五
〇
〇
年
の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
で
琉
球
王
国
に
忠
誠
を
誓
っ
た
波
照
間
島
出
身
の
明
宇
底
獅
子
嘉
殿

の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
喜
舎
場
永
珣
『
新
訂
増
補
八
重
山
歴
史
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
付
録
七
頁
に
よ
る
と
、
小
宗

徳
容
氏
浦
添
家
の
九
代
目
が
浦
添
為
良
で
あ
り
、
一
〇
代
目
が
浦
添
為
貴
で
あ
る
。

（
26
）	

『
琉
球
新
聞
』
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
四
月
一
日
記
事
。
石
垣
市
編
『
石
垣
市
史
資
料
編
近
代
四
（
新
聞
集
成
一
）』（
石
垣
市
、
一

九
八
三
年
）
八
一
頁
に
よ
る
。

（
27
）	

古
堅
哲
『
う
る
ま
の
灯

─
沖
縄
の
電
力
事
業
史
』（
日
本
電
気
協
会
、
一
九
八
〇
年
）
九
六
頁
。

（
28
）	

磨
屋
尋
常
小
学
校
編
『
磨
屋
尋
常
小
学
校
創
立
五
十
年
記
念
誌
』（
磨
屋
尋
常
小
学
校
、
一
九
二
二
年
）
一
九
頁
。

（
29
）	

浦
添
為
宗
「
履
歴
書
」（
一
九
二
〇
年
）。

（
30
）	

太
田
哲
三
・
浦
添
為
宗
『
商
業
書
翰
文
要
義
』（
商
業
学
研
究
社
、
一
九
一
七
年
）
一
頁
お
よ
び
奥
付
。
太
田
哲
三
は
明
治
二
二
（
一
八

八
九
）
年
に
静
岡
県
で
生
ま
れ
た
会
計
学
者
で
あ
り
、
番
場
嘉
一
郎
や
飯
野
利
夫
ら
を
教
え
た
。
日
本
公
認
会
計
士
協
会
の
初
代
会
長
で
あ

る
。

（
31
）	

太
田
哲
三
・
浦
添
為
宗
『
商
業
書
翰
文
要
義　

再
版
』（
三
光
書
院
、
一
九
一
七
年
）
奥
付
。



431

西表島の開発構想（宮地）

（
32
）	

浦
添
為
宗
「
履
歴
書
」（
一
九
二
〇
年
）。

（
33
）	

浦
添
為
宗
「
履
歴
書
」（
一
九
二
〇
年
）
お
よ
び
印
刷
局
編
『
職
員
録
』
大
正
八
年
版
（
印
刷
局
、
一
九
一
九
年
）
一
二
一
四
頁
。

（
34
）	

『
官
報
』
第
二
四
八
二
号
（
印
刷
局
、
一
九
二
〇
年
）
一
六
七
頁
。

（
35
）	
木
浦
府
編
『
木
浦
府
史
』（
木
浦
府
、
一
九
三
〇
年
）
四
六
九
頁
。

（
36
）	
志
村
嘉
一
郎
「
電
気
事
業
起
業
家
と
九
電
力
体
制
」（『
帝
京
大
学
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）
三
七
頁
。

（
37
）	

『
先
島
新
聞
』
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
一
〇
月
五
日
記
事
。
石
垣
市
編
『
石
垣
市
史
資
料
編
近
代
五
（
新
聞
集
成
二
）』（
石
垣
市
、

一
九
八
七
年
）
四
三
六
頁
に
よ
る
。

（
38
）	

古
堅
哲
『
う
る
ま
の
灯
』（
日
本
電
気
協
会
、
一
九
八
〇
年
）
九
六
～
一
〇
一
頁
。

（
39
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
策
私
論
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
奥
付
。

（
40
）	

島
袋
和
幸
『
沖
縄
の
軌
跡
』（
大
和
印
刷
、
二
〇
〇
八
年
）
一
七
八
頁
。

（
41
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
策
私
論
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
一
四
～
一
九
頁
。

（
42
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
五
六
頁
。

（
43
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
策
私
論
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
一
九
～
二
〇
頁
。

（
44
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
六
六
～
六
七
頁
。

（
45
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
策
私
論
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
二
五
～
二
六
頁
。

（
46
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
六
二
頁
。

（
47
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
四
七
頁
。

（
48
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
策
私
論
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
三
二
～
三
三
頁
お
よ
び
浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、

一
九
三
〇
年
）
六
八
頁
。

（
49
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
六
九
～
七
〇
頁
。

（
50
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
策
私
論
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
四
〇
～
四
一
頁
。

（
51
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
策
私
論
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
二
頁
。

（
52
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
二
六
頁
。
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（
53
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
二
六
～
二
七
頁
。

（
54
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
三
〇
頁
。

（
55
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
三
五
～
三
六
頁
。

（
56
）	
浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
策
私
論
』（
同
仁
館
、
一
九
二
八
年
）
八
頁
。

（
57
）	
ピ
ナ
イ
サ
ー
ラ
の
滝
は
西
表
島
で
最
も
高
低
差
が
あ
る
滝
（
約
五
五
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
58
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
五
九
頁
。

（
59
）	

浦
添
為
宗
『
西
表
島
開
発
論
』（
沖
縄
済
世
社
、
一
九
三
〇
年
）
五
一
頁
。

（
60
）	

サ
ン
ガ
ラ
の
滝
は
西
表
島
で
幅
が
大
き
い
滝
（
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
61
）	

竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
八
頁
。

（
62
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
六
～
七
頁
。

（
63
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
一
四
～
一
五
頁
。

（
64
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
一
六
頁
。

（
65
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
二
〇
頁
。

（
66
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
二
五
頁
。

（
67
）	

榑
は
「
く
れ
」。「
榑
板
」
は
、
皮
の
つ
い
た
ま
ま
の
木
材
や
、
心
材
を
切
り
取
っ
た
残
り
の
部
分
な
ど
、
端
切
れ
で
で
き
た
板
の
こ
と
を

い
う
。「
京
町
家
改
修
用
語
集
」（http://sugiitakunn.blog.shinobi.jp/

く
/
榑

板
と

は
？

（く
れ

い
た

））、
二
〇
二
三
年
三
月
一
三
日

閲
覧
に
よ
る
。

（
68
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
一
〇
頁
。

（
69
）	

五
〇
ト
ン
の
船
舶
は
、
二
階
建
て
の
一
〇
〇
人
乗
り
の
船
舶
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
よ
い
。

（
70
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
一
六
頁
。

（
71
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
一
五
頁
。

（
72
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
八
頁
。

（
73
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
七
頁
。
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（
74
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
一
二
～
一
三
頁
。

（
75
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
一
一
～
一
二
頁
。

（
76
）	

沖
縄
県
『
西
表
開
発
計
画
ノ
大
要
』（
沖
縄
県
、
一
九
三
七
年
）
一
三
～
一
四
頁
。

（
77
）	
竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
八
頁
。
た
だ
し
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
の
農
林
省

「
営
林
局
署
官
制
中
ヲ
改
正
ス
・（
西
表
島
国
有
林
ノ
利
用
開
発
ノ
為
増
員
）」
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.

A
14100711100

、
公
文
類
聚
・
第
六
十
三
編
・
昭
和
十
四
年
・
第
十
八
巻
・
官
職
十
五
・
官
制
十
五
（
農
林
省
二
）（
国
立
公
文
書
館
）
に

よ
る
と
、「
西
表
島
国
有
林
ノ
利
用
開
発
ノ
為
増
員
」
を
目
的
に
営
林
局
署
官
制
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
沖
縄
県
の
計
画
や
竹
富
村
か

ら
の
申
請
を
受
け
て
、
国
も
何
か
対
応
を
行
お
う
と
し
た
可
能
性
は
高
い
。

（
78
）	

宮
良
長
安
編
『
戦
災
復
興
の
た
め
の
西
表
開
発
記
念
誌
』（
西
表
開
発
友
の
会
、
一
九
八
五
年
、
四
一
～
四
二
頁
）。
そ
の
事
業
の
具
体
的

内
容
に
つ
い
て
は
、
熊
本
営
林
局
編
『
西
表
事
業
地
区
施
業
案
説
明
書
』（
熊
本
営
林
局
、
一
九
四
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
79
）	

竹
富
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
竹
富
町
誌
』（
竹
富
町
役
場
、
一
九
七
四
年
）
二
八
頁
。

（
80
）	

川
平
成
雄
「〈
幻
〉
の
西
表
島
開
発
」（『
沖
縄
文
化
』
編
集
所
編
『
沖
縄
文
化　

沖
縄
文
化
協
会
創
設
七
〇
周
年
記
念
誌
』『
沖
縄
文
化
』

編
集
所
、
二
〇
二
〇
年
）。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（C

）21K
01614

（
二
〇
二
一
～
二
〇
二
四
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
下
で
の
資
料
蒐
集
に
あ
た
っ
て
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
の
根
間
友
紀
乃
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


